












































































































































































































































表 1-1　ドット図を描いた人数 表 1-2　図の明確さ
全て描いた 描かなかった 明確 曖昧
3名 3名 2名 4名
─ 50 ─





































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 48 号（2020 年 12 月 3日）
伊藤美奈子（2006）不登校の子の理解と援助 [2]，不登校の子どもの気持ち　児童心理　
金子書房，60（7），pp697-703
伊藤美奈子（2006）不登校の子の理解と援助 [3]，子どもを支える親の思い　児童心理　
金子書房，60（8），pp841-847  
伊藤美奈子（2006）不登校の子の理解と援助 [5]，専門機関と連携する―適応指導教室に
おける支援―　児童心理　金子書房，60（11），pp1129-1135
伊藤美奈子（2006）不登校の子の理解と援助 [6]，学校内での取り組み―支援の体制をつ
くる―　児童心理　金子書房，60（13），pp1273-1279
伊藤美奈子（2003）不登校児童生徒の保護者に対する調査報告書　文部科学省委託調査報
告書
伊藤美奈子（2005）「適応の場」に関する総合調査から見る現状と課題　不登校児童生徒
の「適応の場」に関する総合的研究　科学研究費補助報告書
皆藤靖子（2005）適応指導教室における取り組みの実際　臨床心理学，第5巻，第1号，
pp51-56
衣笠隆幸（2006）集団と個人との関係を探る－精神分析の視点から―FreudとBionを中
心に―　集団精神療法，Vol.22，No.1，pp24-30
古賀野卓（1999）適応指導教室が学校に問いかけるもの―津山市教育相談センター津山
塾を事例として―　美作女子大学美作女子短期大学紀要，44，pp18-33
水越康吉（2007）不登校児童生徒のSOSを受け止めよう　ぎょうせい
文部科学省（2019）学校基本調査
文部科学省 （2003）今後の不登校への対応の在り方について（報告）　不登校問題に関す
る調査研究協力者会議
文部科学省（2004）生徒指導上の諸問題の現状と文部科学省の施策について
文部科学省（2002）文部科学白書　平成13年度版財務省印刷局
文部科学省（2004）不登校問題に関する調査研究協力者会議
村瀬嘉代子（1996）子どもと教育　よみがえる親と子　不登校児とともに　岩波書店
尾形早織・青木真理（2000）適応指導教室の現状と展望―福島県下適応指導教室への調
査を中心に―　広島大学教育実践研究紀要，38，pp93-101
岡田敬司（1993）関わりの教育学―教育役割くずし試論　ミネルヴァ書房
岡田康伸・河合俊雄・桑原知子（2007）心理臨床における個と集団　京大心理臨床シリー
ズ５，創元社
小此木啓吾・北山修（2002）精神分析事典，pp83-84
大鐘啓伸（2005）適応指導教室に関する実態調査研究　心理臨床学研究 ，第22巻，第6号，
─ 57 ─
不登校中学生に対する個別および集団への関わり
pp596-604 
坂井亮一・三輪壽二（2005）不登校児童・生徒への支援方法論に関する一考察―適応指
導教室における成長のプロセスを通して―　茨城大学教育実践研究，24，pp267-277
総務庁行政監察局（1999）
高橋哲郎（2006）集団と個人の関係を探る―精神分析の視点から―　集団精神療法，
Vol.22，No.1，pp16-23
角田和也（2004）適応指導教室の現状と課題―適応指導教室指導員への面接調査から―  
国立オリンピック記念青少年総合センター研究紀要，第4号，pp1-15
山口隆・松原太郎（1985）ウォン教授の集団精神療法セミナー―グループ療法の始め方
と続け方―　日本集団精神療法学会　星和書店
吉崎聡子（2005）適応指導教室指導員の援助意識について　弘前大学教育学部付属教育実
践総合センター 研究員紀要，第3号，pp77-83　
